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発表者らは、これまでの学会や論文 1)2)において、各機関及び東電が公開してきた１F 港湾内外のモニタ

リングデータから Cs-137、トリチウムの１F 港湾から福島沿岸での環境動態について議論してきた。本発表

ではこの解析対象をトリチウムとし、福島沿岸から沖合、そして宮城県から千葉県沖合も含めてトリチウム

のモニタリングデータを分析し、その経時変化傾向より推定される環境動態について報告する。 
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1. 緒言 

トリチウムは、微視的レベルで見ると、水素の同位体（3H：略記号 T）であるため、主にトリチウム水（HTO）

と呼ばれる化学形態をとり、水分子(H2O)と凡そ同様の振る舞いをすると考えられている。従って、その分離

は難しく、福島第一原発内に処理水として貯留され、事故後 10 年以上が経過する中で、その量が膨大となり、

廃炉への影響が取り沙汰されてきた。 

そのような状況下、2021年 4 月、政府は処理水の海洋放出を決定した。従って、放出によるトリチウムの

モニタリングが今後、重要な役割を示すと考えられる一方、海洋には、自然由来や核実験由来のトリチウム

が既に存在しており、それらのインベントリーを評価した上で、追加のトリチウムを分析する必要がある。 

著者らは、これまで、主に Cs-137 に着目し、１F 港湾内外のモニタリング結果の分析を通して、福島沿岸

の環境動態について分析結果を報告してきた。その結果、Cs-137 は、懸濁態との相互作用による特異な振る

舞いが見て取れるが、トリチウムの場合は、水の動態と巨視的レベルでは同等であり、地球環境における水

の動態という観点からの興味も存在し、更に今般、あらためて重要な核種として、注目を受けているトリチ

ウムに焦点を当て、それ自身の環境動態という観点から、福島沿岸及びその沖合と更に、宮城県から千葉県

にかけての陸棚海域を分析対象として研究を行った。 

2. トリチウムのモニタリングとそのデータ解析 

本発表では、トリチウムの福島沿岸及び沖合でのモニタリング結果を基に、現在の濃度分布、そして、そ

の経時変化について分析結果をまとめる他、モニタリング海域でのトリチウムのインベントリーを基に、１

Ｆ貯留量との比較を行うことで、海洋放出の影響について論じる。更に、核実験が行われていた時期（1960

年代）以降の海洋でのトリチウム分布データを紹介し、それらのデータから其の当時から現在までのインベ

ントリーの経時変化を明らかにする。また、その評価を宮城県から千葉県の沖合まで拡大し、議論する。 

3. 結論 

トリチウムの環境動態についての知見を分析し、その知見を深めることは急務な課題である。得られる知

見は、環境動態のモデリングに反映され、海洋放出に関連し、今後、重要な知見の 1 つになると考えられる。 
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